
 新旧対照表  

変更後  変更前  

 

５ 目標を達成するために行う事業 

５－１全体の概要 

市内の地域間を結ぶ「市道上長田矢広線」を集中的に整備することによ

り、農林業の振興と農林産物の物流効率アップ、観光拠点施設ルート化に

よる流入人口の増加が見込まれる。 

また、市内の地域間を結ぶ「市道田井落合線」他５路線の整備により、

地区の生活道の利便性向上と救命救急体制の充実を図っていく。 

さらに、現在、整備中である有漢地域の「林道浅尾中組線」の開設、 

備中地域の「林道堀井惣田線」の改良等を引き続き行うとともに、「林

道西組線」他１路線の整備により、森林へのアクセスを確保し、森林施業

の効率化と間伐が遅れている森林や耕作放棄地を解消していく。 

総じて、既存の「広域農道」や「ふるさと農道」と合わせた地域道路ネ

ットワークを構築し、農林業の振興と観光資源等の有機的な連携、病院等

の拠点施設へのアクセス改善、救命救急体制の充実を図ることにより、本

計画の目標達成に向け安心して暮らせるまちづくりを行っていく。 

 

（参考） 

市道上長田矢広線 平成 ３年３月１１日道路認定 

 市道田井落合線  昭和６２年３月２７日道路認定 

 市道阿部川原線  昭和６２年３月２７日道路認定 

 市道久賀八幡線  昭和６２年３月２７日道路認定 

 市道久賀上線   昭和６２年３月２７日道路認定 

 市道浅柄線    昭和６２年１月 ５日道路認定 

 市道玉川落合線  昭和６２年３月２７日道路認定 

林道大平権現線  平成１３年４月１日高梁川下流地域森林計画策定 

林道堀井惣田線  平成１３年４月１日高梁川下流地域森林計画策定 

 

 

５ 目標を達成するために行う事業 

５－１全体の概要 

市内の地域間を結ぶ「市道上長田矢広線」を集中的に整備することによ

り、農林業の振興と農林産物の物流効率アップ、観光拠点施設ルート化に

よる流入人口の増加が見込まれる。 

また、市内の地域間を結ぶ「市道田井落合線」他４路線の整備により、

地区の生活道の利便性向上と救命救急体制の充実を図っていく。 

さらに、現在、整備中である有漢地域の「林道大平権現線」の舗装、 

備中地域の「林道堀井惣田線」の橋梁改良等を引き続き行なうとと 

もに、新たに「浅尾中組線」他２路線の整備により、森林へのアクセスを

確保し、森林施業の効率化と間伐が遅れている森林や耕作放棄地を解消し

ていく。 

総じて、既存の「広域農道」や「ふるさと農道」と合わせた地域道路ネ

ットワークを構築し、農林業の振興と観光資源等の有機的な連携、病院等

の拠点施設へのアクセス改善、救命救急体制の充実を図ることにより、安

心して暮らせるまちづくりを行なっていく。 

 

（参考） 

市道上長田矢広線 平成 ３年３月１１日道路認定 

 市道田井落合線  昭和６２年３月２７日道路認定 

 市道阿部川原線  昭和６２年３月２７日道路認定 

 市道久賀八幡線  昭和６２年３月２７日道路認定 

 市道久賀上線   昭和６２年３月２７日道路認定 

 市道浅柄線    昭和６２年１月 ５日道路認定 

林道大平権現線  平成１３年４月１日高梁川下流地域森林計画策定 

林道堀井惣田線  平成１３年４月１日高梁川下流地域森林計画策定 

 

 



 

変更後  変更前  

 林道浅尾中組線  平成１３年４月１日高梁川下流地域森林計画策定 

林道西組線    平成１３年４月１日高梁川下流地域森林計画策定 

林道鈴木線    平成１３年４月１日高梁川下流地域森林計画策定 

 

 

 

５－２ 法第４章の特別の措置を適用して行う事業 

○道整備交付金を活用する事業 

※整備箇所等は、別添の整備箇所を示す図面（付１－２）による。 

 

[施設の種類（事業区域）、実施主体] 

（略） 

 

[事業期間] 

・ 市道（平成 17 年度～平成 21 年度） 

・ 林道（平成 17 年度～平成 21 年度） 

 

 [整備量及び事業費] 

市道：５．９３ｋｍ 

林道：５．３９ｋｍ 

    

総事業費２，３９３，４３５千円（うち交付金１，１６７，１４２千円）

市  道  １，９３０，０００千円（うち交付金  ９６５，０００千円）

林  道      ４６３，４３５千円（うち交付金  ２０２，１４２千円）

 

 林道浅尾中組線  平成１３年４月１日高梁川下流地域森林計画策定 

林道西組線    平成１３年４月１日高梁川下流地域森林計画策定 

林道鈴木線    平成１３年４月１日高梁川下流地域森林計画策定 

 

 

 

５－２ 法第４章の特別の措置を適用して行う事業 

○道整備交付金を活用する事業 

※整備箇所等は、別添の整備箇所を示す図面（付１－２）による。 

 

[施設の種類（事業区域）、実施主体] 

（略） 

 

[事業期間] 

・ 市道（平成 17 年度～平成 21 年度） 

・ 林道（平成 17 年度～平成 21 年度） 

 

 [整備量及び事業費] 

市道：５．８ｋｍ 

林道：３．９ｋｍ 

    

総事業費１，８４４，５０９千円（うち交付金 ９０４，９４９千円） 

市  道  １，５４０，０００千円（うち交付金 ７７０，０００千円） 

林  道      ３０４，５０９千円（うち交付金 １３４，９４９千円） 

 

 


